
■みんなで携帯電話中！？
まるで仁王同士で携帯電話をかけているようですね。どんな会話
をしているか、みなさんも想像してみませんか？実は、仁王さん
たちが持ってるものは「金剛杵」（こんごうしょ）といって古代
インドの武器です。「杵（きね）」の形をしていて、中央部が取
っ手で両端に刃がついているんです。堅固であらゆるものを打ち
砕く意味で「金剛」とついてます。
外道悪魔を破砕し煩悩(ぼんのう)を打ち破る象徴なんですって。

■珍しい仁王さん発見！？
平安時代後期に制作された９体の仏像（重要文化財）で知られる真木大堂には、珍しい仁王さんがいらっしゃ
います。真木大堂入口の仁王さんは、現在ご意見箱として活躍していますが、元々は公衆電話でした（昭和５
７年制作）。また、旧本堂の中には木造の仁王さんがあり、阿形の方は平安時代末期の制作で九州でも最古級
（県指定有形文化財）の仁王さん、吽形は江戸時代後期に阿形を真似て作られたものです（市指定有形文化
財）。ぜひこの木造の仁王さんにも会ってみてください。
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■吸って、吐いて、2人で1人の仁王さん。
　「岩波国語辞典」によれば、仁王（におう）とは仏を護る神で、金剛力士とも呼ばれ、その像は右側の口を開けた阿形（あ
ぎょう）と左側の口を閉じた吽形（うんぎょう）として寺院の山門などに左右１組で立つとされる。つまり、仁王はも
ともと1体の像であり、その呼吸を開口で息を吐く阿形と閉口で息を吸う吽形にあらわしたといっていいだろう。協力
する2人の望ましいコンビネーションをさす"阿吽の呼吸"は、まさに左右1組のこの仁王によって象徴されるともいえ、
仏を護るためにひたすら寺院の山門に立ち続ける阿形と吽形こそ、仏教に由来する伝統のベスト・コンビです。
吸って、吐いて、2人で1人のそんな日本の仁王さんを木造で代表するのが、奈良県の東大寺南大門に立つ金剛力士像。
おなじみ運慶・快慶などによる製作で高さが阿形8.36ｍ、吽形8.42ｍ、木造仁王としては日本で最も大きい。この木
造仁王に対抗して、石造仁王で最も大きいのが豊後高田市界の犬田像で、阿形、吽形ともに高さ4ｍとなります。
豊かな自然の中で、仁王さんの"阿吽の呼吸"が今もなお息づく国東半島・・・
あなたもここで思いっきり深呼吸でもしてみてはいかがですか？
仁王が保ち続ける清らかな空気は、きっとあなたを深い癒しのひとときへといざなってくれることでしょう。

■石造仁王の生みの親　豊後高田の石工たち
磨崖仏・国東塔・板碑・石殿・五輪塔など、ありとあらゆる石造美術の宝庫として名高い国東半島。これらの石仏・石
塔には当然その作者としての石工たちが存在していたはずであり、江戸時代中期には豊後高田市の田染地区（かつての
熊野村）に親子三代の松本氏一門、江戸時代後期には田染地区に田染石工（河野・渡辺氏）一門、真玉地区（かつての城前村）
の土谷家一門、香々地地区（かつての夷村）に板井氏一門などの成立が確認されている。
なかでも田染の松本氏一門や田染石工一門のはるかなルーツは南北朝時代にまでさかのぼるといわれ、大分県で最も古
い石工集団である。また、松本氏一門は安山岩を用いた仁王製作のエキスパートとして国東半島に固有の様式による11
組を残し、田染石工一門も凝灰岩（田染石）を用いて国東半島一円に20組以上の仁王を製作しており、まさに石造仁王
の生みの親といっていいだろう。今も田染では豊後高田田染石工組合が組織され、南北朝時代から数えれば600年を超
える石の匠の伝統が受け継がれている。

豊後高田市内 石造仁王像 全71カ所138体

豊後高田市の玄関口、犬田区に国道213号を挟ん
で立つ。田染石工一門の伝統を受け継ぐ豊後高田
田染石工組合の安部雅夫氏による現代の作品。石
材は江戸時代後期から田染石工一門が専ら用いて
いた田染石（凝灰岩）で、石造仁王としては日本
で最大級。

界 1996年 400/400cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

犬田石造仁王像 ★１

五柱明神の向かいの住宅の裏山を少し登り、左側
を流れる谷川の対岸崖上に金比羅社がある。仁王
は階段上に立っている。ミニサイズで全体に筋肉
の表現はあまりなく細身の仁王である。石材は安
山岩で、石工・造立年は不明である。

夷 不明 64/64cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

西狩場金比羅社石造仁王像 ★★★７１

實相院の右隣に六所神社がある。仁王は山門を入
り右奥に置かれている。半肉彫りで台座も無く横
たえている姿が痛々しい。石材は安山岩、石工・
造立年は不明である。霊仙寺の門前の仁王像と関
連すると考えられる。

夷 不明 不明
所在地 製作年 像高（阿/吽）

六所神社石造仁王像 ★６６

国道213号から県道653号に入り、途中広域農道と
の交差点を貴船橋の方へ左折すると前方に施恩寺が
ある。仁王は参道入口に立っており市指定の有形文
化財となっている。この地域では珍しく石質は花崗岩
で、両像とも忿怒の表情は強く均整がとれている。江
戸時代中期の制作である。市指定有形文化財。

上香々地 1737年 122/122cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

施恩寺石造仁王像 ★６０

国道213号を香々地方面へ進み、羽根バス停先を
右折する。右折後約600ｍ進むと福田寺がある。
仁王は参道手前の入口に立っている。風化が進み
顔の表情がわかりにくくなっている。石材は安山
岩で、江戸時代中期の作品である。

羽根 1728年 143/143cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

福田寺石造仁王像 ★５９

国道213号を香々地方面へ進み、堅来川手前を右
折し約200ｍ進むと堅来八幡社がある。仁王は境
内前に立っており、市指定の有形文化財となって
いる。両像とも力強くかつ、しなやかさを感じる
仁王である。石材は安山岩で石工は法橋板井国光、
江戸時代後期の制作である。市指定有形文化財。

堅来 1839年 140/140cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

堅来八幡社石造仁王像 ★５８

国道213号から臼野方面に入り約3.5km進むと猪
群山登山道への交差点がある。その交差点を右折
し、山中を約2.5km進むと飯牟礼社がある。仁王
は参道階段途中に立ち、一風変わった形相である。
石材は安山岩、石工・造立年は不明である。

臼野 不明 151/158cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

飯牟礼社石造仁王像 ★★５７

国道213号から臼野方面に入り約2km進むと広域
農道との交差点がある。その交差点を直進し、す
ぐの交差点を左折する。左折後約1.5ｋｍ道なり
に進むと玉泉寺がある。仁王は参道の石段を登っ
たところに立っている。半肉彫りで石材は安山岩、
石工・造立年は不明である。

臼野 不明 131/134cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

玉泉寺石造仁王像 ★★５６

小一郎石祠からそのまま直進し約300ｍほど山道
を進んだ道の終点に神社がある。仁王は社殿の軒
下に立っている。石材は安山岩で、江戸時代中期
の制作である。

黒土 1766年 122/128cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

竜ヶ谷山神社石造仁王像

〒879‒0692  大分県豊後高田市是永町39番地3（市役所商工観光課内）
TEL .0978‒22‒3100　FAX. 0978‒22‒0955豊後高田市観光協会

＜ 石造仁王のインフォメーションセンター ＞

★★５５

県道548号を真玉方面から赤根方面へ進むと県道
は31号に変わる。国東市と市境となるトンネル手
前約100ｍを左折し、400ｍほど進むと左側に防
火水槽がある。その横に小一郎を祀る石祠があり、
仁王はその前に立っている。ミニサイズで石材は
安山岩、江戸時代後期の制作である。

黒土 1801年 46/57cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

小一郎石祠前石造仁王像 ★★５４

応暦寺を過ぎ更に奥へ進み、走水庚申塔付近に多
宝院がある。仁王は階段上に向かい合って立って
いる。片方の首は折れ、新しい頭がつけられてい
る。石工は不明、石材は安山岩で江戸時代後期の
制作である。

大岩屋 1836年 82/63cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

多宝院石造仁王像 ★★４８

応暦寺境内の観音堂前に立っているが、以前は堂
ノ迫磨崖仏の一段下にあった嶽ノ堂に立っていた
という。忿怒の形相がなくユニークな顔つきで半
肉彫りの仁王である。石材は安山岩で石工・造立
年は不明である。

大岩屋 不明 140/136cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

応暦寺石造仁王像 ★４７

県道654号から大岩屋方面へと進むと、六郷満山
寺院中山本寺の応暦寺ある。仁王はその山門に
立っている。顔は忿怒の形相が強く表現されてい
て、裳は流れるような躍動美を感じる仁王である。
石材は安山岩で石工は宇佐の靏田好昌、江戸時代
中期の制作である。市指定有形文化財。

大岩屋 1728年 145/142cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

応暦寺石造仁王像 ★４６

堀内家仁王像の場所から直進し約1ｋｍ山道を登る
と右側にコンクリートブロックの小屋がある。そこから
徒歩で雑木林の中を約15分ほど進むと石祠の前に
仁王が立っている。近年誰も仁王像に気づいていな
いため案内人なしでは見学は難しい状況である。石
材は安山岩で、江戸時代末期の制作である。

城前 1848年 94/88cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

萩原山祇神社石造仁王像 ★★★４５

堀内家仁王像を通り過ぎ、橋を渡りすぐのT字路
を左折すると広場がある。そこからさらに徒歩で
直進すると右手に鳥居が見える。仁王は社殿の階
段前に立つ。ミニサイズで石材は安山岩、江戸時
代後期の制作である。

城前 1800年 57/57cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

城前金比羅社石造仁王像 ★★４４

県道654号沿いの清臺寺を過ぎてすぐのT字路を
斜め右方向に右折し、すぐまた右折すると橋の手
前に堀内家がある。仁王は堀内家の庭に祀ってい
る石祠内に立つ。石材は安山岩で石工・造立年は
不明である。

城前 不明 50/52cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

堀内家石造仁王像 ★★４３

県道654号に面した山門前の両側に立つ。真玉地
区では最大の仁王である。両像とも胸骨や筋肉の
表現は見られず、顔は忿怒の形相はあまりない。
石材は安山岩で、江戸時代中期の制作である。市
指定有形文化財。

城前 1721年 175/175cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

清臺寺石造仁王像 ★４２

県道654号と湯原橋との交差点を山手に左折し、
100ｍほど登ると右側に山神社があり、仁王は石
段の上に立つ。忿怒の形相も強く、筋肉の表現も
見られることから名のある石工が制作したものと
思われる。石材は安山岩で、石工・造立年ともに
不明である。

中真玉 不明 103/103cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

常盤山神社石造仁王像 ★★４１

県道654号と広域農道との交差点に隣接する場所
に安養寺がある。仁王は石段をあがり境内の観音
堂前に立つ。台石は無く他から移されたものでは
ないかと思われる。石材は安山岩で石工・造立年
は不明である。

中真玉 不明 162/162cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

安養寺石造仁王像 ★４０

県道654号常盤交差点を右折し広域農道に入る。トンネル
を抜け約400ｍを鋭角に右折、大平地区に入る。最初の四
辻の左手にある山積神社から、道を挟んで反対側の山林
へと徒歩で進む。山林に入ってすぐ左手に金比羅様を祀る
石祠があり、仁王はその両脇に立つ。石材は安山岩で元治
２年、法橋土谷定勝の制作である。市指定有形文化財。

大平 1865年 104/104cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

大平金比羅社石造仁王像 ★★★３９

県道654号から真玉体育センター方面に進み、体
育センター前を右折、そこから約200ｍ進むと、
水堀に囲まれた真玉寺に到着する。仁王は寺の蓮
池と山門の間に立っている。明治時代の神仏分離
までは真玉八幡宮にあったものということであ
る。

西真玉 不明 174/172cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

真玉寺石造仁王像 ★３８

天念寺講堂横にある身濯神社の鳥居の両脇に立っ
ている。地元大塚清人氏の寄贈によるもので石材
は花崗岩、石工は河野俊一氏による現代の作品で
ある。

長岩屋 2009年 79/79cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

天念寺身濯神社石造仁王像 ★３７

豊後高田市役所高田庁舎の玄関横の両脇に立って
いる。地元ロータリークラブの寄贈によるもので
石材は花崗岩、石工は東本真祥氏による現代の作
品である。

御玉 2001年 250/250cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

市役所庁舎石造仁王像 ★３６

社殿に向かって左側の池の辺に阿形のみ立ってい
る。容姿からみて社殿左側の吽形と対をなすと推
測される。石材は安山岩で、石工、造立年は不明
である。

田染真中 不明 203cm
所在地 製作年 像高（阿）

元宮八幡社石造仁王像 ★２４

天念寺を過ぎ、真玉地区境の手前長岩屋川を渡り、
山手を少し登ると上長岩屋地区の鎮守である山祗
神社がある。仁王は境内入口、石段上に立ってい
る。石材は安山岩で江戸時代後期に制作された。

長岩屋 1813年 124/126cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

山祗神社石造仁王像 ★★１２

県道548号の新道を約250ｍ進むと右側山手に、
夢宮とも呼ばれる山祗社がある。仁王は鳥居の後
ろ、社殿前に立っている。石材は安山岩で、夷谷
の板井氏一門が江戸時代後期に制作したものであ
る。

長岩屋 1813年 78/80cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

山祗神社石造仁王像 ★★１１

県道548号から天念寺方面に左折したところの山
手を少し登る。吉武集落の氏神で、妙見を祀る皇
産霊社（岩屋）の境内入口に立つ。石工・造立年
とも刻まれていないが、石材は田染石。ミニサイ
ズながら目の彫りは深く、きびしい顔つきである。

長岩屋 江戸時代後期 63/63cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

妙見石造仁王像 ★★１０

戦国武将・吉弘氏の菩提寺として知られる金宗院
跡の境内入口、石段上に立つが、明治時代の神仏
分離までは、近くの神社にあったとされる。石材
は安山岩で、江戸時代後期の作品である。

松行 1816年 104/106cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

金宗院石造仁王像 ★９

山側にあった龍雲寺跡の境内入口に立っていたが、
近年、県道29号線沿いにある都甲八幡社の鳥居の
前に移設された。田染の松本氏一門、儀平次による
江戸時代中期の制作である。石材は安山岩で、電
話をかけているような阿形、聞き耳を立てているよう
な吽形の配置がほほえましい。市指定有形文化財。

築地 1768年 194/189cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

都甲八幡社石造仁王像 ★★８

鴨尾村の鎮守、貴布祢社への参道途中の石段上に
立つ。石工はその名を刻んでいないが、江戸時代
末期の造立年や田染石を用いた様式から田染石工
一門による制作と思われる。

鼎 1850年 172/170cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

貴布祢社石造仁王像 ★７

大歳神社では、境内右側の石祠前にもう１組が立
つ。石工・造立年とも刻まれていない。ミニサイ
スで阿形は左腕、吽形は顔と右腕を欠き破損が
痛々しい。

鼎 江戸時代後期 63/38cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

大歳神社石造仁王像 ★６

高宇田村の鎮守、大歳神社の境内入口、石段上に
立つ。田染石工一門で、かつての間戸村を拠点と
した河野種造により江戸時代後期に作られた。

鼎 1850年 130/131cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

大歳神社石造仁王像 ★５

青宇田地区にある画像石収蔵庫横の薬師堂の境内
入口、石段上に立つ。境内右側の収蔵庫に収めら
れている画像石は県指定有形文化財。石工・造立
年とも刻まれていないが、腰の辺りを境に２枚の
石を使う様式から古いと考えられている。安山岩
を用いた半肉彫りである。

美和 不明 165/170cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

薬師堂石造仁王像 ★４

向鍛冶屋区の氏神、貴船社の境内左側に2体の石
仏を挟んで立つ。石工・造立年とも刻まれていな
い。ミニサイズで両像とも両腕を欠き、破損が痛々
しい。神社の境内地に石仏や石造仁王が肩を寄せ
る風景は神仏習合の流れを鮮やかにとどめてい
る。

美和 不明 79/93cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

貴船社石造仁王像 ★３

応利山登山道の頂上にある六郷満山寺院「報恩寺」
への参道途中に立つ。田染の松本氏一門の祖であ
る吉左衛門と、その子と推測される曽右衛門によ
る江戸時代中期の制作である。松本氏一門は専ら
安山岩を用い、まるで幼児のように愛らしいプロ
ポーションが特徴である。

来縄 1729年 157/159cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

報恩寺石造仁王像 ★★２

県道34号と655号の交差点に面している。社殿の
左側に向かい合って立っている。阿形と吽形の容
姿が全く異なる。石工の違いは当然であるが、吽
形の台石は本来のもので、おそらく阿形が他から
移されたものと推測される。石材は安山岩で、石
工、造立年は不明である。

田染真中 不明 203/206cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

元宮八幡社石造仁王像 ★２３

高田方面から県道34号を池部地区方面へ左折し、
七田集落に進む。集落から山林を約20分登り、頂
上手前の道を右に約30ｍ進むと観音堂（岩屋）が
あり、その両側に立っている。石材は安山岩で、
江戸時代後期の制作である。

田染池部 1795年 108/106cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

七田観音堂石造仁王像 ★★★２２

富貴寺前から市道を県道34号方面へ300ｍほど進
むと右側に階段があり、参道を進むと富貴社があ
る。その境内社殿前に向き合って立っている。石
材は安山岩で江戸時代中期に制作されたと推定さ
れる。

田染蕗 江戸時代中期 173/173cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

富貴社石造仁王像 ★２１

九州最古の木造建築物、国宝の大堂で知られる富
貴寺の境内入口、山門内に立つ。石工・造立年と
も刻まれていないが、寺の記録によると江戸時代
中期以前の制作であったと推定される。

田染蕗 不明 173/173cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

富貴寺石造仁王像 ★２０

富貴寺への参道入口、石段右下の敷地に立つが、
かつては蕗川を挟んだ富貴寺の坊跡、谷之坊に
あったという。石材は安山岩でミニサイズ、江戸
時代後期の制作である。3人の海難事故の供養の
ために造立されたとある。

田染蕗 1807年 67/60cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

旧谷之坊石造仁王像 ★★１９

富貴寺から県道655号を都甲方面に約1.5km進む
と左側に陽平地区の氏神で山王宮とも呼ばれる熊
野神社がある。仁王はその境内地に立つ。石材は
安山岩で江戸時代後期の制作である。

田染蕗 1798年 138/144cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

熊野神社石造仁王像 ★１８

３基の板碑で知られる曹洞宗寺院、梅遊寺の境内
入口、山門左右に立つ。田染石工一門でかつて、
真木村を拠点とした金高佐平による江戸時代後期
の製作。ミニサイズながら造立年が刻まれた像と
しては田染石を用いた石造仁王のさきがけであ
る。

一畑 1826年 80/78cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

梅遊寺石造仁王像 ★１７

一畑集落の山林中を登ると、稲荷石祠があり、そ
の境内入口に立つ。石工、造立年とも刻まれてい
ない。ミニサイズで両像ともに顔と両腕を欠き、
破損が痛々しいが小さな石祠を小さな石造仁王が
護る風景は、まさに神仏一体の原風景といってい
いだろう。

一畑 不明 63/60cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

稲荷石祠石造仁王像 ★★１６

長安寺では境内左側の旧収蔵庫にもう１組立つ
が、元々は近くの寺院にあったものを移設したと
される。石材は田染石で、江戸時代後期に制作さ
れている。

加礼川 1829年 147/147cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

長安寺石造仁王像 ★１５

春のしゃくなげ、秋の紅葉など「花の寺」として
知られる長安寺の本堂左側に立つ。石工・造立年
とも刻まれていないが、寺の記録には正徳５
（1715）年の造立と記されている。石材は安山岩
である。

加礼川 1715年 158/162cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

長安寺石造仁王像 ★１４

浄土真宗寺院、長賢寺の本堂裏（左側）にある地
蔵堂の境内入口に立つが、明治時代の神仏分離ま
では近くの神社にあったとされる。石材は安山岩
で、夷谷の板井氏一門が江戸時代後期に制作した
ものである。

新城 1804年 180/177cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

地蔵堂石造仁王像 ★１３

白鳥神社の境内右側の石祠前にもう1組の仁王が
立っている。石材は安山岩で石工、造立年とも刻
まれていない。両方とも脛の辺りで折損をしてい
るが、細やかな彫りがすばらしく、かなり古い時
代に、技術のある仏師が彫ったものであると推定
される。

小田原 不明 130/130cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

白鳥神社石造仁王像 ★３５

県道34号を田染方面に向かう途中、県道548号都
甲方面へ左折、その後約400ｍ進み左折すると白
鳥神社がある。仁王は参道の入口に向かい合って
立っている。石材は田染石で田染石工一門の伝統
を受け継ぐ都甲八郎をはじめ４人の石工たちによ
る近代の作品である。

小田原 1935年 220/220cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

白鳥神社石造仁王像 ★３４

田染荘の奥、空木集落の山林中を登った堂山・枡
渕・小藤集落と合同で祀る愛宕社の境内、本殿前
に立つ。石工、造立年とも刻まれていないが、石
材や様式からして田染石工一門による制作を思わ
せる。ミニサイズで阿形は左腕、吽形は顔と両腕
を欠き痛々しい。

田染小崎 不明 47/40cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

愛宕社石造仁王像 ★★３３

間戸・小崎・横嶺村の鎮守、二宮八幡社の境内地
に立つ。、顔は忿怒の形相が強く、両像とも細部
にわたり筋肉の表現は見られる。堂々とした風格
は、まさに田染石工一門による石造仁王の代表像
といっていいだろう。石材は安山岩で、江戸時代
後期の制作である。市指定有形文化財。

田染真中 1835年 230/235cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

二宮八幡社石造仁王像 ★３２

陽平集落から田染小崎空木池へつながる林道落水
線の途中、字・シケヤマの地蔵堂前に立つ。腰か
ら上しかなく、阿形の１体のみである。安山岩製
で造立年は不明である。

田染平野 不明 79cm
所在地 製作年 像高（阿）

陽平地蔵堂石造仁王像 ★★３１

県道655号を山香立石方面に進むと、かつての陽
平村の鎮守、猛島社がある。その境内入口に鳥居
を挟んで仁王が立つ。都甲八幡社仁王像の製作者、
松本儀平次が老齢を迎えてからの制作と思われ
る。石材は安山岩で造立年は不明である。

田染平野 不明 168/158cm
所在地 製作年 像高（阿）

猛島社石造仁王像 ★３０

日本最大級の石仏「熊野磨崖仏」の登り口にある
六郷満山の寺院、胎蔵寺の境内入口、石段の上に
立つ。明治時代の神仏分離までは磨崖仏の先にあ
る熊野社に続く参道途中にあった。石材は安山岩
で江戸時代末期の制作である。

田染平野 1863年 190/190cm
所在地 製作年 像高（阿）

胎蔵寺石造仁王像 ★２９

県道34号から相原地区本谷集落への市道を進み、
途中橋を渡ると寺院が見える。浄土真宗の寺院、
願正寺の境内入口石段の上に仁王が立っている。
明治時代の神仏分離までは近くの神社にあったと
される。ミニサイズで、石材は安山岩、江戸時代
後期の制作である。

田染相原 1828年 66/66cm
所在地 製作年 像高（阿）

願正寺石造仁王像 ★２８

県道34号から相原地区西原集落への市道を進み、
途中防火水槽付近から、右手あぜ道を進むと鳥居が
見える。西原集落の氏神で、地元では山神社とも呼
ばれる境内地の石祠の左側に仁王が立っている。石
工・造立年とも刻まれていない。ミニサイズで阿形は
下半身、吽形は顔と両腕を欠き痛 し々い。

田染相原 不明 80/73cm
所在地 製作年 像高（阿）

中之谷宮石造仁王像 ★★２７

県道34号から田染小学校、旧田染幼稚園前を通り
過ぎ、橋の手前を左折すると前方左手にお堂が見
える。両田堂とも呼ばれる薬師堂の入口石段上に
ミニサイズの仁王が立っている。石工・造立年と
も刻まれていない。

田染相原 不明 82/81cm
所在地 製作年 像高（阿）

両田薬師堂石造仁王像 ★★２６

県道34号に面している、臨済宗寺院・安養寺の境
内入口に立っている。田染石工一門の伝統を受け
継ぐ都甲八郎・渡辺一策による近代の作品。都甲
八郎は、この像を制作した7年後に白鳥神社の仁
王像を制作している。

田染真中 1928年 173/173cm
所在地 製作年 像高（阿）

安養寺石造仁王像 ★２５

県道548号を真玉方面から赤根方面へ進み、道路
左側にある三畑公民館から手前約50ｍを右折する
と道路左側に神社がある。仁王は反対側の大木の
根元に立っている。両像とも破損が激しく痛々し
い。石材は安山岩で石工・造立年は不明である。

黒土 不明 105cm
所在地 製作年 像高（阿）

大山祇神社石造仁王像 ★★５３

県道654号の「おべん柿の原木」を通り、県道548号長岩
屋方面に向かう市道の上り坂の途中、小さな橋の左側の
電柱付近に山道へ続くコンクリート作業道がある。途中舗
装はなくなるが、そのまま徒歩で約15分登ると、倒れた鳥
居があり、その先の社殿跡の右脇に立っている。石工は
不明、石材は田染石で江戸時代後期の制作である。

黒土 1842年 74/86cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

堀切山神社石造仁王像 ★★★５２

県道654号を黒土地区から夷谷方面へと向かう途
中、右側に上黒土公民館がある。そこから約300ｍ
ほど進み右折すると神社がある。仁王は境内に向かっ
て左片隅に立っている。両像とも破損が激しく、阿形・
吽形の区別がつけ難い。石工は板井甚蔵寄伯、石
材は安山岩で、江戸時代後期の制作である。

黒土 1803年 56/43cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

上黒土身濯神社石造仁王像 ★５１

県道654号を黒土地区から夷谷方面へと向かう途
中、右側にある上黒土公民館から手前約50ｍを尻
付山方面へ左折し、約150ｍ進み、T字路を左折す
ると右側上部に岡地区権現社がある。仁王は社殿前
に立っている。石材は安山岩で、江戸時代後期の制
作である。

黒土 1813年 95/95cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

岡祖霊社石造仁王像 ★★５０

県道654号沿いにある椿堂の階段を登りつめた山門
両側に立っている。石材は安山岩で石工・造立年は
不明である。

黒土 不明 140/136cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

椿堂石造仁王像 ★４９

霊仙寺境内正面より右手奥に立っている。香々地
地区では最大の仁王である。顔は忿怒の表情はな
く穏やかで天衣は太くりっぱである。石材は安山
岩、石工は板井国良・板井国政で、江戸時代末期
の制作。市の有形文化財に指定されている。

夷 1854年 170/163cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

霊仙寺石造仁王像 ★６５

県道653号を夷方面へ進むと、左側に霊仙寺があ
る。仁王は、山門前に立っている。厚さ25cmほ
どの板石に彫られた半肉彫りで、二体の表現方法
はかなり異なっている。石材は安山岩。市の有形
文化財に指定されている。

夷 不明 180/165cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

霊仙寺石造仁王像 ★６４

市丸伊勢堂から県道653号を夷方面へ約300ｍ進
み、T字路を右折すると日枝神社がある。そこか
らさらに徒歩で直進すると右手に鳥居が見える。
仁王は社殿の階段前に立つ。石材は安山岩、明治
時代初期の制作である。

上香々地 1868年 153/151cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

日枝神社石造仁王像 ★６２

県道653号を夷方面に進み、左側に佐古住宅を見
ながら約300ｍ進むと左側に集落があり、そこか
ら山道を約10分登ると市丸伊勢堂がある。仁王は
堂前に立っており、全体的に顔が大きく、鼻は横
に広がりユニークな表情である。石材は安山岩、
江戸時代中期の制作である。

上香々地 1724年 110/105cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

市丸伊勢堂石造仁王像 ★６１

県道653号を夷方面へ進み、旧三重小学校から約
600ｍ先に交差点がある。そこを彦一橋方面へ右折
し、次の交差点を右折すると「吉田光由の墓」の看板が
ある。仁王は墓地に行く途中の崖上に立っている。ミニ
サイズだが忿怒の表情は強く大型の仁王にもひけをと
らない。石材は安山岩、江戸時代後期の制作である。

夷 1843年 73cm
所在地 製作年 像高（吽）

渓口庵石造仁王像 ★★６３

横岳の割り石前をさらに約200ｍ進みT字路を西
狩場方面に左折する。そのまま山手に約400ｍ進
むと集落がありその右側に五柱明神がある。仁王
は境内に立っている。ミニサイズで全体に筋肉の
表現は無くずんぐりしている。石材は安山岩、石
工は板井宮内で江戸時代後期の制作である。

夷 1819年 78/78cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

五柱明神石造仁王像 ★★７０

香々地方面から県道653号を西夷方面へ右斜め方
向に曲がり、そこから約1.6ｋｍ進むと右手にし
め縄をした割り石がある。そこを左折すると横岳
観音堂がある。仁王は観音堂の中に立っている。
石材は安山岩、江戸時代後期の制作である。

夷 1784年 124/124cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

横岳観音堂石造仁王像 ★★６９

夷谷温泉前を左手に見て通りすぎ、そのまま市道
を約400ｍ山手に直進すると右手に集落がある。
その集落の終わりから右側の山へ約100ｍ登ると
夷山祗社がある。仁王はミニサイズで鳥居の手前
に向かい合って立っている。石材は安山岩、江戸
時代後期の制作である。

夷 1816年 63/66cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

夷山神社石造仁王像 ★★６７

夷谷温泉前を左手に見て通りすぎ、そのまま市道を約
850ｍ進むと県道653号とのT字路がある。そのT字路の
左前方に山道へ続く道がある。山中を約25分間歩くと急
斜面にミニサイズの仁王が立っている。道がわかりにくい
ので、見学には案内人が必要である。石工は法橋板井
国良で、石材は安山岩、江戸時代末期の制作である。

夷 1846年 74/60cm
所在地 製作年 像高（阿/吽）

城成山神社石造仁王像 ★★★６８

（令和４年９月現在）

■協　　力　『ふるさとの石造仁王』　著者　岡　輝美 氏
■参考文献　『ぶんごたかだ仁王紀行』『豊後高田市史』
　　　　　　『真玉町誌』『香々地町誌』　

難易度１・・・ ★
難易度２・・・ ★★
難易度３・・・ ★★★

高田地域・・・ ■
真玉地域・・・ ■
香々地地域・・ ■

★マーク　発見難易度 ■■■色　所在地区分


